
成果と課題 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策・向上策

理念の理解はできているが、教科指導の実践の場
面では、まだ課題がある。 ○

教育理念が生かされる授業を身につける
ための研修を強化する

昨年は管理職だけができた、児童指導の方法を、
一部ではあるが教務スタッフが身につけてきた。 ○

教育理念が生かされた児童指導の仕方を
身につけるための研修を強化する

領域 対象 評価の観点 成果と課題 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策・向上策

各教科、文科省の基準の授業数を確保しながら、
英語力を伸ばせたか。また、総授業数が多いこと
に問題はなかったか。

英語は予想以上に力をつけている
高学年で、週２日8時限までの授業を行ったが、休憩を
十分とり軽食をだすことによって、問題なく実施でき
た。

○
外国人教師が日本の学習指導要領の趣旨を
より良く理解することで学習の公立をあげる。
また、そのための研修をする。

国語の授業数は国語力を伸ばすのに十分なだけ
確保できているか。また、国語の力はどうか。

全学年にわたって学習指導要領の基準より多く確保で
きた。副教材の使用頻度が上がり、多くの文章に触れ
ることができるようになった。低学年でも学力テストを取
り入れ、国語力をはかれるよにした。

○
国語の指導法の研修をする。作文指導法の
徹底を図る。

恥ずかしかったり、間違えを恐れて意見を言えな
い子がいないか

低学年では自分の気持ちを表現し、高学年で、良く相
手の立場を考えながら、自分の考えを表現することが
できていた。

○
正解・不正解がない発問を増やし、発言する
機会を増やす授業の徹底を図る。

授業中、なぜだろうと思い、いろいろ考える場面が
あったか ○

求める授業のあり方を、授業をみることや児
童の立場になって授業を受けてみることで身
につけていく。

児
童
指
導

児童が学校で起きたトラブルなどで、気持ちが
曇ったまま帰宅することが無いよう取り組めたか、
また、家庭との連絡やその後のフォローは適切に
できたか

前年は主に管理職が行っていた児童指導を、今年度
は教務スタッフの中に身につけ始めた者があらわれて
きた。より多くのスタッフが身につけられることが今後の
課題である。

○
具体的な指導例をたくさん知ることで、対応
の幅を広げていく。ミーティングでの情報交
換や研修で指導例を知る。

地
域
と
の

連
携

地域の方との連携で効果的な指導ができたか
2学期に初めて、地域の方の協力で社会科見学が実
現した。今後一層連携をしていくよう取り組みたい ○

地域の方にＬＣＡの教育を知っていただくた
めの情報をより多く発信する。

研
修

研修は適切に行われたか、また、効果はあったの
か

教育理念の研修、授業研修、日本の文化と教育につ
いての講和、野外活動研修などを行ない成果あげた。 ○

ＬＣＡの理念に沿った指導のできる教師を増
やし、教師同士でＬＣＡにふさわしい教師を
育てられるよう仕組みを作る。
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学校教育目標 重点目標（中・長期目標） 総　合　評　価

◆社会の一員として個性を
生かして、社会に貢献できる
人間の育成
◆世界を舞台に活躍できる
人間の育成
◆生きることの素晴らしさを
知った人間の育成

教育理念を具現化した学校づくり
外国人教師、スタッフも含め、教育理念は浸透したと思われる。今後はその理念を日常の授業や児童指導にど
う生かすかである。

今年度の重点目標

教師スタッフがＬＣＡの教育理念を理解し、教科の指導に当たる

教師スタッフがＬＣＡの教育理念を理解し、児童指導に当たる

学
校
運
営

地域と連携し、社会科見学を
実施する。また、実際的な話
を聞くために、地元の方を講
師として招く

ＬＣＡの教育理念を理解する
ための研修
新しい学力観に基づいた授
業の研修
自立した子を育てるための野
外活動研修

評価項目

教

育

活

動

教
育
課
程

学習指導要領に準じながら
英語力を伸ばすカリキュラム
作り

英語で指導する教科があっ
ても、国語力や日本の文化
の習得がきちんとできている
か。

学
習
指
導

クラスの全員が感じたことや
意見を言える授業

「なぜ」と考える力を育てる

「自分の気持ちを、相手にき
ちんと伝える。相手の気持ち
を受け取れる。」ことを大切に
した児童指導


